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当
初
予
算
決
ま
る

平
成
24
年
度
の
当
初
予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
年
度
は

平
成
23
年
７
月
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
に
係
る
災
害
復
旧

事
業
等
の
投
資
的
事
業
の
増
額
に
よ
り
昨
年
を
上
回
る
大

型
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

３４億５,３１２万円

その他には地方消費税交付金、分担金及び負担金、自動車取
得税交付金、寄付金、繰越金、使用料及び手数料、財産収入、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金、利子割交付金、
配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金があります。

　

平
成
24
年
度
一
般
会
計
当
初

予
算
案
は
、
総
額
34
億
５
３
１

２
万
円
と
な
り
、
前
年
度
と
比

較
し
て
５
億
５
９
５
７
万
円
の

大
幅
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ

投
資
的
事
業
が
増
額

れ
は
、
昨
年
の
新
潟
・
福
島
豪

雨
災
害
に
係
る
災
害
復
旧
事
業

や
、「
道
の
駅
か
ね
や
ま
」
整

備
事
業
、
町
道
改
良
事
業
な
ど

の
投
資
的
事
業
が
大
幅
に
増
額

と
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の

で
す
。

地方交付税………国から財源不足の地方に交付されるお金
町債………………特定の目的のために、町が国や銀行から借り入れるお金
町税………………町民の皆さんや企業が町に納める税金
国庫・県支出金…特定の目的のために、国・県から交付されるお金
繰入金……………主に積立金（基金）を取崩し一般会計に繰入れるお金
地方譲与税………国税として徴収した自動車重量税や地方揮発油譲与税などの一部

から町へ配分されるお金

民生費……………高齢者・障がい者・児童などの福祉に使われるお金
総務費……………町政全般の管理費等に使われるお金
土木費……………町道などの整備や管理に使われるお金
公債費……………町債（町の借入金）の返済にあてるお金
商工費……………観光・商工業の振興に使われるお金
教育費……………小学校・中学校などの教育、文化・スポーツの振興などに使われ

るお金
衛生費……………住民健診や予防接種、ごみ処理などに使われるお金
消防費……………消防、水防、災害対策に使われるお金
農水産業費………農水産業の振興などに使われるお金
議会費……………議員の報酬や議会の運営に使われるお金
災害復旧費………災害被害の復旧に使われるお金

歳入用語の説明

歳出用語の説明

地方交付税 
１３億１,６００万円
（３８.１％）

（　　）は構成比

町債 
５億５,０６５万円
（１６.０％）

町税
４億３,２９５万円
（１２.５％）

県支出金
２億８,６０１万円
（８.３％）

国庫支出金
５億５,０３７万円
（１５.９％）

繰入金
１億５,９９６万円
（４.６％）

諸収入
４,８５７万円 
（１.４％）

地方譲与税
３,１１０万円 
（０.９％）

その他
７,７５１万円 
（２.３％）
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大
幅
増
額
と
な
っ
た
投
資
的

事
業
費
に
は
、
総
額
12
億
２
６

０
２
万
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。

　

今
年
度
実
施
す
る
主
な
事
業

は
次
の
と
お
り
で
す
。

•
農
林
業
施
設
・
土
木
施
設
復

旧
工
事
４
億
４
３
６
７
万
円

•
「
道
の
駅
か
ね
や
ま
」
整
備

事
業 

２
億
１
９
６
０
万
円

歳
出
の
特
徴

•
町
道
滝
沢
・
田
沢
線
改
良
事

業 

４
億
３
７
２
２
万
円

•
町
道
中
川
・
大
栗
山
線
改
良

事
業 

１
５
６
０
万
円

•
急
傾
斜
地
崩
落
防
止
対
策
工

事
負
担
金 

３
１
０
万
円

•
ス
キ
ー
場
リ
フ
ト
整
備
事
業

 
 

９
０
０
万
円

•
金
山
ホ
ー
ム
建
築
資
金
補
助

金 

６
０
０
万
円

•
町
営
住
宅
建
設
実
施
設
計
事

業 

５
０
０
万
円

•
防
火
水
槽
建
設
事
業 

 
 

５
０
０
万
円

•
消
防
ポ
ン
プ
積
載
車
購
入
事

業 

３
５
３
万
円

•
広
域
消
防
ポ
ン
プ
車
購
入
事

業
購
入
負
担
金
３
３
６
万
円

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
（
医
療

費
な
ど
）

　

保
険
給
付
費
が
落
ち
着
き
、

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
数

も
減
少
し
て
い
る
た
め
減
額
し

ま
し
た
。

▼
国
民
健
康
保
険
施
設
（
診
療

所
の
運
営
）

　

患
者
数
の
自
然
減
少
に
よ
り
、

診
療
収
入
が
減
少
傾
向
に
あ
る

特

別

会

計

一般会計予算

その他には労働費、予備費、諸支出金があります。

た
め
減
額
し
ま
し
た
。

▼
簡
易
水
道
事
業

　

昨
年
の
新
潟
・
福
島
豪
雨
災

害
の
復
旧
事
業
予
算
を
計
上
し

た
た
め
増
額
し
ま
し
た
。

▼
特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道

事
業

　

川
口
地
区
の
下
水
道
整
備
の

た
め
の
工
事
費
が
増
え
た
た
め

増
額
し
ま
し
た
。（
来
年
度
か
ら

の
使
用
開
始
を
予
定
し
て
い
ま

す
。）

会　　計　　名 予 算 額 前年度比
国民健康保険事業勘定
※医療費など ３億６,６００万円 ３,５００万円減

国民健康保険施設勘定
※診療所の運営 １億３,０７０万円 ２,３７８万円減

簡易水道事業 １億５,９２５万円 ３,７６８万円増

町営バス事業 １,７１８万円 ７万円増

農業集落排水事業 ３６７万円 １８０万円減

介護保険 ４億６,６９２万円 ４３万円減

特定地域生活排水処理
事業 １億１,２２５万円 ２０３万円減

後期高齢者医療 ４,５９８万円 ３９万円増

特定環境保全公共下水道
事業 １億９,１６４万円 ５,９９５万円増

土木費
５億８,３４７万円
（１６.９％）

総務費
５億４,８０１万円
（１５.９％）

災害復旧費
４億４,３６７万円
（１２.９％）

民生費
３億９,７６６万円
（１１.５％）

公債費
３億５,４７４万円
（１０.３％）

商工費
３億４,８５８万円
（１０.１％）

衛生費
３億９６万円
（８.７％）

教育費
１億７,２８１万円
（５.０％）

消防費
１億１,１２６万円
（３.２％）

農水産業費
７,５８９万円
（２.２％） 議会費

５,２６７万円
（１.５％）

その他
６,３４０万円
（１.８％）

（　　）は構成比
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復興にむけた町づくり

平
成
23
年
新
潟
・
福
島
豪
雨
災
害
か
ら
の
復
興
を
目

指
し
た
町
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平
成
24
年
度

の
主
な
業
務
内
容
と
役
場
内
の
組
織
改
正
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

昨
年
７
月
に
襲
っ
た
新
潟
・

福
島
豪
雨
に
よ
り
只
見
川
流
域

は
未
曾
有
の
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
平
成
24
年
度
は
復

興
元
年
の
年
と
位
置
づ
け
し
、

真
の
安
全
と
安
心
な
住
環
境
の

整
備
を
は
じ
め
、
只
見
川
流
域

の
洪
水
対
策
を
し
っ
か
り
実
施

し
て
い
く
た
め
に
災
害
検
証
の

結
果
を
基
に
、
こ
れ
か
ら
安
全

復
興
計
画
を
策
定
し
、
復
興
に

留
ま
る
こ
と
な
く
、
金
山
町
の

将
来
の
姿
を
創
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

只
見
川
流
域
の
住
宅
の
安
全

な
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
被

災
者
の
意
向
を
十
分
に
取
り
入

れ
、
安
心
で
き
る
も
の
と
す
る

た
め
国
・
県
は
も
と
よ
り
専
門

家
の
指
導
を
受
け
関
係
機
関
に

協
力
を
求
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
新
潟
・
福
島

豪
雨
災
害
復
旧
事
業
を
大
き
な

柱
と
し
な
が
ら
、
安
全
、
安
心

な
町
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に

次
の
こ
と
を
推
進
し
ま
す
。

　

一
次
産
業
の
振
興
を
図
る
た

め
、
引
き
続
き
優
良
農
地
の
維

持
・
確
保
、
担
い
手
や
農
業
団

体
の
育
成
支
援
、
農
産
物
の
品

復
興
に
向
け
て

産
業
振
興

質
向
上
を
図
り
、
町
内
消
費
の

推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
原

子
力
災
害
に
お
い
て
は
、
農
林

水
産
物
の
放
射
性
物
質
調
査
な

ど
を
県
や
関
係
機
関
の
指
導
の

も
と
適
切
に
実
施
し
、
食
の
安

全
・
安
心
を
確
保
す
る
と
共
に
、

風
評
被
害
払
拭
に
取
り
組
み
、

活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
活
性
化
の
拠

点
と
し
て
、
福
島
県
と
共
に「
道

の
駅
か
ね
や
ま
」
を
整
備
し
、

一
次
産
業
の
振
興
と
あ
わ
せ
、

地
域
資
源
活
用
基
地
と
し
て
活

用
を
図
る
た
め
「
こ
ぶ
し
館
」

の
改
修
や
周
辺
整
備
を
進
め
町

の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

改装される「こぶし館」

昨年１２月に開通した二本木橋仮橋（上横田）
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金
山
町
の
教
育
目
標
で
あ
る

「
郷
土
を
担
う
心
豊
か
な
人
間

の
育
成
」
の
た
め
に
、
四
つ
の

基
本
目
標
で
あ
る
、
次
代
を
担

う
個
性
豊
か
で
た
く
ま
し
い
青

少
年
の
育
成
、
生
き
が
い
に
満

ち
た
生
涯
学
習
の
展
開
、
町
民

の
活
力
を
育
む
体
育
・
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
、
地
域
性
と
う
る
お

い
の
あ
る
文
化
の
振
興
に
取
り

組
み
ま
す
。

教
育

健
康
・
福
祉

障
が
い
者
に
対
す
る
支
援
に
つ

い
て
も
拡
充
を
図
り
、
原
子
力

災
害
に
よ
る
県
民
健
康
管
理
調

査
や
、
中
学
生
ま
で
の
被
ば
く

線
量
調
査
に
つ
い
て
も
県
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
実
施
し
ま
す
。

生
活
環
境
整
備

　

町
民
が
安
心
し
て
生
活
で
き

る
よ
う
、
各
種
健
診
、
健
康
相

談
事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、

昨
年
の
災
害
被
災
者
に
対
す
る

心
の
ケ
ア
、
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

町
づ
く
り
に
努
め
る
と
と
も
に
、

　

町
道
滝
沢
・
田
沢
線
改
良
事

業
に
よ
り
、
新
し
い
橋
梁
が
完

成
し
ま
す
。
川
口
地
区
の
公
共

下
水
道
工
事
は
、
平
成
25
年
度

供
用
開
始
を
目
標
と
し
て
工
事

を
推
進
し
、
合
併
浄
化
槽
整
備

に
つ
い
て
も
引
き
続
き
推
進
を

図
り
ま
す
。

　

そ
の
他
、
町
民
生
活
に
か
か

わ
る
町
道
、
農
林
道
、
水
路
の

整
備
に
つ
い
て
は
、
豪
雨
災
害

を
受
け
た
事
実
を
踏
ま
え
、
安

心
・
安
全
が
確
保
で
き
る
改
良

整
備
に
向
け
て
、
関
係
機
関
へ

の
要
望
活
動
を
進
め
ま
す
。

郷土色を活かした教育

毎年行われる総合健診

●復興政策課が新設
　新潟・福島豪雨災害の復興業務の充実等のため、役場の課・係が一部変更になりました。

これまで

総 務 課 総 務 係
政策財政係

住 民 課
住民福祉係
保健医療係
税 務 係

平成２４年４月１日より
総 務 課 総 務 係

復興政策課 復興政策係

住 民 課 住民税務係
保健福祉係

再編された係の業務内容

課・係名など 主な業務内容

総務課
総務係

（役場２階）

電話５４－５２１５

•行財政改革
•町政の広報、公聴
•予算編成、執行管理
•定住促進
•選挙・議会の招集
•消防防災•交通安全
•町営バス、乗合タクシー

課・係名など 主な業務内容
住民課

住民税務係
（役場１階）

税金など 
電話５４－５１２１
戸籍など
電話５４－５１３１

•戸籍及び住民基本台帳
•国民年金
•行政相談
•固定資産税の評価
•町税、保険料等の賦課徴収
•督促、滞納処分
•軽自動車の標識交付

課・係名など 主な業務内容

復興政策課
復興政策係
（役場２階）

電話５４－５２０３

•町の総合計画
•町の振興計画
•特定地域計画
•洪水対策
•災害からの復興計画
•その他地域づくり

課・係名など 主な業務内容

住民課
保健福祉係
（役場１階）

電話５４－５１３５

•国民健康保険事業
•後期高齢者医療制度
•保健指導
•防疫、清掃、公害
•固定資産評価審査委員会
•生活保護
•介護保険

➡
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多くの作品が並んだ会場

　金山町文化協会主催の第１３回総合発表会が、
３月１０日御神楽館で行われました。会場には
約３００人が来場し出展された数々の作品や芸
能発表を鑑賞しました。
　会場ロビーには生け花が飾られ、茶の湯窓月
会の皆さんが来場者にお茶を振る舞いました。
また、アリーナには写真、絵画、水墨画などの
力作が並びました。正午から始まったステージ
発表では大正琴の演奏や郷土芸能、日本舞踊、
謡曲が披露され、訪れた観客から温かい拍手が
送られました。

芸術・芸能を披露
第１３回文化協会総合発表会

　３月１３日、金山中学校で第３回卒業証書授
与式が行われ、平成２１年４月に開校したばか
りの金山中学校に入学した生徒たちが学舎に別
れを告げました。
　式では１８名の卒業生に対して１人１人卒
業証書が手渡されました。また、星純一校長が
「皆さんは後輩達の良いお手本として活躍され
ました。これからも常に自分を磨く努力をし、
故郷である金山町に誇りを持ってください」と
式辞を述べ、卒業生を代表し渡部若菜さん（横
田）が３年間の思い出を振り返り「今日で中学
校生活が最後だと思うと寂しい思いで一杯です
が、金山中学校を卒業したという誇りを胸に歩
んでいきたい」と力強く答辞を述べました。

金山中学校卒業式
金中で学んだ誇りを胸に

　３月１６日、開発センターでは福島県主催の
放射線・除染講習会が行われました。５０名を
超える聴講者があり、東京電力福島第一原子力
発電所の事故による放射能問題に対する関心の
高さをうかがわせました。
　講習会では県の担当者が昨年の事故の状況の
説明や県内の放射能の分布を図解で説明し、徳
島大学アイソトープ総合センターの佐

さ

瀬
ぜ

卓
たく

也
や

さ
んが除染の基礎についての講演を行いました。
　参加した方々は熱心にメモをとり、講習会終
了後の質疑応答でも原子力に依存してきた国の
姿勢や風評被害の損害賠償についての意見がだ
されました。

放射線・除染講習会が開かれる

佐瀬さんの話を熱心に聞く参加者

夢に向かい歩み出す卒業生
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　町内保育所の修了おいわいの会が３月２６日
に開かれました。川口保育所で３名、横田保育
所で３名の子どもたちに保育証書が手渡されま
した。

子どもたちの門出を祝う
町内保育所の修了式

　３月１７日、ゆうゆう館ではラジオ福島の番
組かっとびワイドに出演しているアナウンサー
の鏡田辰也さんとハッピーチエさん（本名・二
宮チエ）のトークショーが行われ、会場には７
０名の聴衆が集まり楽しい時間を過ごしました。
　トークショーでは、ハッピーチエさんがされ
ていたちんどん屋のボランティアグループの話、
鏡田アナウンサーがアナウンサーに贈られる賞
の受賞式に参加した時のエピソードなどが面白
おかしく披露されました。８４歳になるハッピ
ーチエさんのバイタリティあふれるトークに聴
衆も圧倒されたようでした。

笑いに包まれた会場
「さすけねえよ　かねやま」

会場を沸かせた鏡田アナとハッピーチエさん

保育所を修了した子どもたち（横田保育所）

　金山小学校では４月６日、新入生３名を迎え
入学式が行われました。新入生たちは担任の先
生から名前を呼ばれると「はい」と元気よく返
事をしました。続いて木村なるみ校長が「元気
なあいさつをする。交通事故にあわない。朝ご
飯をしっかり食べる。この３つを守り元気な金
山小学校の１年生になってください」と式辞を
のべました。
  ２年生たちからは「入学おめでとう」の歓迎の
言葉を掛けられ、新入生たちは嬉しそうにして
いました。この日は横田小学校でも入学式が行
われ、３名の新入生が元気に登校しました。

緊張した面持ちで式に臨む
町内小学校で入学式

上級生の歓迎を受ける新入学児童たち

お別れの言葉を述べる子どもたち（川口保育所）

　保育証書を渡された子どもたちは保護者のも
とへ歩み寄り、感謝の気持ちを大きな声で伝え
ました。保育所での様々な経験を通じて成長し
た６名の子どもたちは小学校でも活躍してくれ
ることでしょう。

7 広報かねやま　24.4.11



こ
れ
か
ら
の
予
定

★
４
月
★

▼
17
日（
火
）

•
膝
腰
痛
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

▼
18
日（
水
）

•
運
転
免
許
更
新

　

午
後
９
時
〜
開
発
セ
ン
タ
ー

▼
22
日（
日
）

•
金
山
町
消
防
団
春
季
検
閲
式

　

午
前
10
時
〜

 
 

中
川
グ
ラ
ウ
ン
ド

 
 

ま
た
は
町
民
体
育
館

▼
28
日（
土
）

•
妖
精
美
術
館
、
沼
沢
湖
周
辺

　

施
設
オ
ー
プ
ン

　

午
前
９
時
〜

★
５
月
★

▼
８
日（
火
）

•
膝
腰
予
防
教
室

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

横
田
出
張
所

▼
10
日（
木
）

•
行
政
相
談

　

午
前
10
時
〜　

金
山
町
役
場

•
は
い
は
い
ク
ラ
ブ

　

午
前
９
時
30
分
〜

 
 

ゆ
う
ゆ
う
館

お
知
ら
せ

納期限は

5月1日
です

今月の納税

●
軽

自

動

車

税　
　

全　

期

●
保　
　
　

育　
　
　

料　
　

４
月
分

●
か
ね
や
ま
ネ
ッ
ト
利
用
料　
　

前
期
分

納め忘れに
ご注意くだ
さい

表　
　
　
彰

　

町
体
育
協
会
で
は
、
平
成
23

年
度
中
に
各
種
大
会
で
好
成
績

を
収
め
た
次
の
個
人
と
団
体
を

表
彰
し
ま
し
た
。

【
優
秀
選
手
賞
】

▼
目
黒
夏
海

 
 

（
川
口
高
等
学
校
・
八
町
）

•
第
64
回
福
島
県
総
合
体
育
大

会
ボ
ー
ト
競
技
女
子

 

シ
ン
グ
ル
ス
カ
ル 

第
３
位

【
優
秀
団
体
賞
】

▼
か
ね
や
ま
ホ
ー
ム

•
金
山
町
体
育
協
会
主
催
職
域

対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

 

３
年
連
続
優
勝

▼
金
山
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ

ブ
•
第
９
回
福
島
県
選
抜

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会 

優
勝

•
第
21
回
福
島
県
市
町
村

 

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会

 

第
３
位

▼
川
口
老
人
ク
ラ
ブ

•
両
沼
地
方
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
優
勝

町
体
育
協
会

▼
本
名
チ
ー
ム

•
金
山
町
体
育
協
会
主
催
ナ
イ

タ
ー
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会 

３
年
連
続
優
勝

▼
川
口
高
等
学
校
ボ
ー
ト
部

　

星
和
香
・
横
山
あ
り
さ

•
第
57
回
福
島
県
高
等
学
校
体

育
大
会　

ボ
ー
ト
競
技

　

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル　

優
勝

案　
　
　
内

　

町
で
は
町
在
住
の
18
〜
40
歳

未
満
の
若
者
を
対
象
に
各
種
奨

励
金
を
設
け
て
き
ま
し
た
が
、現

状
に
合
わ
な
い
部
分
も
あ
り
奨

励
金
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
で
終
了
し
た
も
の

•
工
場
等
就
労
奨
励
金

•
居
室
整
備
奨
励
金

•
結
婚
対
策
利
子
補
給
金

（
利
子
補
給
に
つ
い
て
は
平
成

23
年
度
ま
で
に
申
し
込
ま
れ
た

方
は
継
続
し
ま
す
）

支
給
額
が
変
更
に
な
っ
た
も
の

•
出
産
祝
金

　

１
子
に
つ
き
一
律
５
万
円

平
成
24
年
度
よ
り
新
設
す
る
も
の

•
工
場
等
雇
用
奨
励
金

　

町
内
の
若
者
を
新
規
に
雇

い
入
れ
た
事
業
者
に
対
し
て

一
人
に
つ
き
５
万
円
を
支
給

•
教
育
訓
練
給
付
金

　

就
職
又
は
技
能
を
高
め
る

た
め
の
資
格
取
得
を
支
援
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
１
回

に
つ
き
５
万
円
を
上
限
に
本

人
が
支
払
っ
た
費
用
の
２
分

の
１
に
相
当
す
る
額
を
支
給

若
者
定
住
奨
励
金

※
奨
励
金
等
の
詳
し
い
内
容
や

申
込
方
法
は
総
務
係
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

 

☎
54
–
５
２
２
２

　

昨
年
１
年
間
に
、
金
山
町
で

賃
貸
借
契
約
が
締
結
さ
れ
た
田

畑
10
ア
ー
ル
（
１
反
歩
）
当
た

り
の
賃
借
料
の
平
均
値
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
田
（
水
稲
）
の
部

•
基
盤
整
備
区
域
９
８
０
０
円

（
デ
ー
タ
数
１
３
０
）

•
未
整
備
区
域　

賃
借
料
な
し

▼
畑
の
部

•
基
盤
整
備
区
域
賃
借
料
な
し

•
未
整
備
区
域　

賃
借
料
な
し

◎
問
い
合
わ
せ

　

金
山
町
農
業
委
員
会

 

☎
54
–
５
３
２
１

田
畑
の
賃
借
料

ご
寄
付
に
感
謝

●
匿
名
希
望
の
方
か
ら

 
 

２
万
３
千
円

　

ご
寄
付
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

　

４
月
か
ら
金
山
町
に
お
住
ま

い
の
障
が
い
者
（
主
に
精
神
、

知
的
）
が
集
い
、
生
活
自
立
を

目
指
し
た
り
、
憩
い
の
場
所
を

提
供
す
る
事
業
「
み
ん
な
の
茶

の
間
」
を
開
設
し
ま
す
。

　

当
面
、
対
象
者
の
方
々
４
〜

５
名
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
２
名
、

保
健
師
１
〜
２
名
で
月
１
回
実

施
し
ま
す
。

　

開
催
場
所
等
詳
し
い
内
容
に

つ
い
て
は
保
健
福
祉
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
福
祉
係

 

☎
54
–
５
１
３
５

み
ん
な
の
茶
の
間
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人　
　
　
事

　

固
定
資
産
評
価
委
員
に
、
栗

城
富
士
男
さ
ん
（
川
口
）
が
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
栗
城
さ
ん
の

任
期
は
平
成
24
年
３
月
16
日
か

ら
３
年
間
で
す
。
ま
た
、
五
ノ

井
和
彦
さ
ん
（
高
倉
）
が
亡
く

な
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
後
任
と

し
て
、
若
林
豊
昇
さ
ん
（
福
沢
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
若
林
さ

ん
の
任
期
は
平
成
24
年
３
月
１

日
か
ら
３
年
間
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

　

次
の
と
お
り
町
職
員
の
人
事

異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

町
職
員
人
事
異
動

 

（　

）
内
は
前
任
で
す
。

【
３
月
31
日
付
】

★
退
職

▼
菅
家
洋
子（
総
務
課
総
務
係
）

▼
菅
家
儀
一（
総
務
課
総
務
係
）

▼
菅
家
昭
彦
（
横
田
出
張
所
）

▼
佐
藤
千
鶴
（
総
務
課
政
策
財

政
係
）

【
４
月
１
日
付
】

▼
総
務
課
長
＝
長
谷
川
一
夫

（
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
・

総
務
課
総
括
主
幹
）

▼
復
興
政
策
課
長
＝
情せ

い

野の

貴
之

（
福
島
県
総
務
部
税
務
課
）

▼
会
計
管
理
者
・
出
納
室
長
＝

栗
城
英
雄
（
総
務
課
長
）

▼
議
会
事
務
局
長
＝
渡
邊
新
太

郎
（
教
育
次
長
・
中
央
公
民

館
長
・
川
口
公
民
館
長
）

▼
教
育
次
長
・
中
央
公
民
館
長
・

川
口
公
民
館
長
＝
五
ノ
井
忠

道
（
議
会
事
務
局
長
）

▼
復
興
政
策
課
復
興
政
策
係
長

＝
栗
田
哲
也
（
総
務
課
政
策

財
政
係
長
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
長
＝
渡

部
嘉
宣（
住
民
課
税
務
係
長
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
長
＝
菊

地
守
（
産
業
課
農
林
振
興
係

長
）

▼
産
業
課
農
林
振
興
係
長
＝
五

ノ
井
輝
夫
（
診
療
所
係
長
）

▼
横
田
出
張
所
係
長
＝
井
上
三

七
子
（
住
民
課
住
民
福
祉
係

長
）

▼
診
療
所
係
長
＝
加
藤
秀
男

（
住
民
課
保
健
医
療
係
長
）

▼
復
興
政
策
課
・
復
興
政
策
係

　

＝
長
谷
川
秀
利
（
総
務
課
・

　

政
策
財
政
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
・
奥
会
津
五

町
村
活
性
化
協
議
会
事
務
局

＝
伊
藤
敬
（
教
育
委
員
会
教

育
係
・
開
発
セ
ン
タ
ー
庶
務
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
本
名
隆
二

（
総
務
課
政
策
財
政
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
滝
本
成
彦

（
総
務
課
政
策
財
政
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
＝
栗
城
亮

（
総
務
課
政
策
財
政
係
）

▼
総
務
課
総
務
係
車
両
主
任
兼

建
設
課
建
設
係
主
任
運
転
手

＝
青
柳
成
朋
（
建
設
課
建
設

係
主
任
運
転
手
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
肥
田

野
重
人
（
住
民
課
税
務
係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
渡
部

寛
人
（
住
民
課
税
務
係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
黒
田

玲
子（
住
民
課
住
民
福
祉
係
）

▼
住
民
課
住
民
税
務
係
＝
菅
家

翔
（
住
民
課
住
民
福
祉
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
＝
栗
田

由
香（
住
民
課
保
健
医
療
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
＝
菅
家

糖
文（
住
民
課
住
民
福
祉
係
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
保
健
主

任
＝
青
柳
伸
子
（
住
民
課
保

健
医
療
係
保
健
主
任
）

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係
保
健
師

＝
長
谷
川
美
穂
（
住
民
課
保

健
医
療
係
保
健
師
）

▼
川
口
保
育
所
保
育
士
＝
栗
城

麻
衣（
横
田
保
育
所
保
育
士
）

▼
教
育
委
員
会
教
育
係
＝
渡
部

洋
人（
総
務
課
政
策
財
政
係
・

奥
会
津
五
町
村
活
性
化
協
議

会
事
務
局
）

★
新
採
用

▼
総
務
課
総
務
係　

▼
総
務
課
総
務
係

▼
住
民
課
保
健
福
祉
係

川　

口　
　

菅　

家　

英　

志

小
栗
山　
　

諏　

江　

仁　

補

八　

町　
　

押　

部　

清　

夫

玉　

梨　
　

谷
ヶ
城　

雄　

司

西　

谷　
　

長
谷
川　

菊　

夫

本　

名　
　

雪　

下　

明　

雄

橋　

立　
　

長
谷
川　

勝　

雄

大　

志　
　

五
ノ
井　

孝　

喜

板　

下　
　

山　

口　

徳　

行

宮　

崎　
　

佐　

藤　

勇　

一

上　

田　
　

星　
　
　

光　

雄

水　

沼　
　

渡　

部　

菊　

男

上
大
牧　
　

渡　

部　

勇　

吉

下
大
牧　
　

諏　

江　

康　

幸

高　

倉　
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平成24年度から介護保険料が変わります

　金山町の介護や支援を必要とする方は、高齢化の進展にともなって増加する傾向にあり、介護保
険に要する費用も増大すると予想されます。
　これらに対応するため、町では３年ごとに介護保険の事業内容や保険料額を見直すこととなって
います。

　介護保険の財源は、６５歳以上の方々（第１号被保険者）及び４０歳～６４歳の方々（第２号被
保険者）が支払う保険料と、国、都道府県、市町村が負担する公費によって構成されており、社会
全体で支えあう仕組みになっています。
　今年度から、第１号被保険者の保険料額が改訂されます。

　介護保険制度は、今後増大する介護の費用を、社会全体で負担するためのものです。
　高齢化社会の中では、寝たきりや認知症などで介護を必要とする方が増えており、今後介護保険
の役割はますます大きくなっていくと予想されます。

480,000

460,000

440,000

420,000

400,000

380,000

360,000

340,000
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

280

270

260

250

240

230

220

210

200

保険給付費・棒グラフ（単位：千円） 要介護等認定者・線グラフ（単位：人）

平成23年度以降は予想です

現状と今後の見通し

介護保険の財源

要保険給付費と介護（要支援）介護認定者の推移

公費
50%

65歳以上の
人の保険料
21%

40歳以上の
人の保険料
29%

介護サービス費用の負担割合（財源の内訳）

65歳以上の方の保険料額が
変わります。

40歳以上の方は、加入してい
る公的医療保険の保険者が保
険料額を決定します。加入す
る公的医療保険の保険者にお
問い合わせください。
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　平成２４年度から３年間、次の段階に応じた介護保険料となります。

段階 対　　象　　者 保険料額

第１段階 生活保護受給者 （年額　２５，６００円）

第２段階 町県民税非課税世帯でご本人の「年金収入＋他所得」の
額が８０万以下の方 （年額　３２，０００円）

第３段階 町県民税非課税世帯でご本人の「年金収入＋他所得」の
額が８０万を超えた方 （年額　４０，７００円）

第４段階 ご本人は非課税だが世帯に課税された方がいる方 （年額　５８，２００円）

特例第４段階 上記の世帯の中でもご本人の「年金収入＋他所得」の額
が８０万以下の方 （年額　５２，４００円）

第５段階 ご本人が町県民税を課税されている場合で所得額（収入
から経費を引いた額）が４５万未満の方 （年額　６７，０００円）

第６段階 ご本人が町県民税を課税されている場合で所得額（収入
から経費を引いた額）が４５万以上１９０万未満の方 （年額　８２，７００円）

第７段階 ご本人が町県民税を課税されており所得１９０万以上の
方 （年額１０５，９００円）

　介護や支援を必要とする方が、必要なサービスを受けられるよう、今後も供給体制の維持充実を
図っていきます。
　また、平成２５年度には、かねやまホームが増床となるため、入所できる方が増えます。

具体的事業名 事　業　内　容

訪問介護 ホームヘルパーが、入浴・排せつ・食事等の介護、その他日常生活上の
お世話をします。

通所介護（デイサービス） 日帰りの施設で、入浴、食事の提供、その他日常生活上のお世話や機能
訓練を行います。

短期入所（ショートステイ） 特別養護老人ホームに短期入所し、入浴、排泄、食事等の介護、その他
日常生活上のお世話及び機能訓練を行います。

福祉用具貸与・購入 日常生活上の自立支援をサポートする等のために使用します。

住宅改修 手すりの取り付けや床段差の解消など、小規模の改修を行った場合に、
基本的にその費用の９割相当額を支給します。

◎問い合わせ…介護サービスに関すること　保健福祉係　☎５４－５１３５
　　　　　　　介護保険料に関すること　　住民税務係　☎５４－５１２１

新しい保険料額

代表的なサービスの一例

介護保険の提供するサービス
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※放射性セシウムが検出されやすいほ場として、以下があげられます。
　①砂質土壌で腐植が少ない　②中干しができない湿田　③作土層が浅い
　④沢水が直接流入する　⑤周囲に森林が隣接している

　福島第一原子力発電所の事故により県内の土壌には広く放射性セシウムが付着しています。以下
の方法により、稲に吸収される放射性セシウムを抑制する効果が期待されます。

① 水路や溝の清掃（落ち葉や泥の流入防止）
　水路や溝に体積している落ち葉や泥は、放射性セシウムが含まれている危険性があるので、水
田への入水前に堀さらいや清掃を行うとともに、水口に網などを設置して、出来るだけ水田に落
ち葉や泥が流入しないように注意してください。

② 作土深の確保
　作土層を１５ｃｍ以上確保することで放射性セシウムの吸収量を抑制する効果が期待できます。
また、根域を拡大することで倒伏を防止する効果が期待できます。

③ 中干しの徹底（中干し・溝切り・間断かん水）
　中干しを行い、土壌を酸化状態にすることで放射性セシウムの吸収を抑制する効果が期待でき
ます。中干しの推奨期間は６月２５日～７月１０日です。

④ 適正穂肥（倒伏防止）
　倒伏防止の観点から穂肥は慎重に行いましょう。幼穂形成期（出穂２３日前後）に生育診断を
行い、葉色が濃い場合や草丈が高い（８０ｃｍ以上）場合には特に注意が必要です。

⑤ 適期刈取り（倒伏・泥の混入防止）
　倒伏や泥の混入を防止するため、雨天の刈取りを避け、敵期刈取に努めましょう。

⑥ 深耕
　深耕ロータリや駆動式ディスク耕うん機を利用し、深く土壌を耕すことにより作土層の放射性
セシウムの濃度を低下させて、作物への吸収量を低減する効果が期待できます。

 ◎問い合わせ…会津坂下農業普及所金山普及所　☎５４－２８０１

稲作の放射性セシウム吸収抑制対策

　４月から山菜採りのシーズンに入ります。県では直売所などで山菜を販売する方を対象に放射性
物質のモニタリング調査をします。直売所へ出荷される方は必ずモニタリング調査をして下さい。

〈調査の流れ〉
① 検査対象の品は２．６ｋｇ以上用意してください。
② 測定を希望する生産者は毎週火曜日までに町に申し込んでください。
③ 県では原則として毎週金曜日に測定を行います。
④ 翌週月曜日以降に栽培者及び町に電話等で検査結果を連絡します。
（モニタリング検査結果は新聞に掲載されます。）

 ◎問い合わせ…農林振興係　☎５４－５３２１

山菜類を販売される方へ
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町では自家消費用食品等の検査をしています
役場に設置されている簡易放射能測定器によるこれまでの検査結果をお知らせいたします。 ３月３１日現在

※ＮＤとは、放射性物質の検査結果が検査機械の検出下限以下であることを示します。

日　　付 生産地等 検　　　体 検出核種・濃度（ベクレル/ｋｇ）
セシウム１３４ セシウム１３７ 合　　計

　３月９日 旧沼沢村 エゴマ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月２６日 旧沼沢村 おがくず １３５ １７４ ３０９
２月１７日 旧横田村 キューイフルーツ（保原産） ２１.８ １５.８ ３７.６
１月１９日 旧川口村 シカ肉 ８.１４ １１.６ １９.７
１月１９日 旧川口村 地下水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月２１日 旧本名村 地下水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１６日 旧川口村 とちもち ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１８日 旧川口村 とちもち ２０.３ ２７.６ ４７.９
３月１９日 旧川口村 とちもち ５１.６ ６９.４ １２１
３月３０日 旧川口村 泥 ５８.６ ７０.９ １３０
２月２１日 旧本名村 灰 ５２４ ７０６ １２３０
２月２８日 旧川口村 灰 １６１０ ２１００ ３７１０
３月　９日 旧川口村 灰 ９３２ １２９０ ２２２０
３月１２日 旧沼沢村 灰 １９０ ２７４ ４６４
３月１４日 旧沼沢村 灰 １９８ ２９３ ４９１
３月１９日 旧沼沢村 灰 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月２１日 旧沼沢村 灰 ３６５０ ４８２０ ８４７０
３月２１日 旧川口村 灰 ７１７ １０４０ １７６０
３月２９日 旧横田村 灰 ５９６ ８３７ １４３０
３月２９日 旧横田村 灰 ＮＤ ４２.８ ４２.８
１月１９日 旧沼沢村 白菜 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１４日 旧横田村 白菜 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１４日 旧横田 大根 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月　３日 旧川口村 白米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１３日 旧横田村 白米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月１６日 旧横田村 白米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月　９日 旧横田村 白米（中通り地方産） ＮＤ ＮＤ ＮＤ
１月３０日 旧沼沢村 白米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
１月３０日 旧沼沢村 白菜 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月　５日 旧沼沢村 ヒメマス ５２.２ ７３.５ １２６
３月３０日 旧川口村 ヒメマス ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月３０日 旧川口村 イワナ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月３０日 旧川口村 白米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月２８日 旧川口村 フキノトウ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月３０日 旧沼沢村 フキノトウ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月３０日 旧沼沢村 水（６か所） ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月２２日 旧沼沢村 リンゴ（福島産） ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月２２日 旧沼沢村 切り干大根 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
２月２１日 旧本名村 湧水 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月１９日 旧沼沢村 ワラビ ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月１９日 旧沼沢村 白菜 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月１９日 旧沼沢村 そば粉 ＮＤ ＮＤ ＮＤ
３月１９日 旧沼沢村 玄米 ＮＤ ＮＤ ＮＤ

自家消費食品等の放射線測定器が
２台になりました

　町ではご家庭で消費される食品等について
放射線測定を行っています。野菜や穀類、清
水等が測定できます。
　検査場所：金山町役場　住民課
　検 査 料：無料
　受付時間：午前８時３０分から
　　　　　　　　　　　　　午後５時１５分
※測定される方は事前予約が必要です。
　　　　　◎問い合わせ…保健福祉係
　　　　　　　　　　　　☎５４－５１３５

空間線量計の無料貸出
　町では空間線量計を無料で貸し出していま
す。
•貸出台数は申請者１人につき１台です。
•すべての機器が貸し出されている場合もあ
りますので、電話で在庫の確認をお願いし
ます。
•貸出期間は３日以内とし、返却日が土・日・
祝日になる場合は次の平日とします。
○貸出場所：役場住民課　☎５４－５１３５
　　　　　　横田出張所　☎５６－４１１１
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沼沢湖に生息するヒメマスの
採捕の自粛について

　平成２４年４月より、国の食品衛生法で定
める食品中の放射性物質の基準値が５００ベ
クレルより１００ベクレルへの変更となった
ことを受け、県より沼沢湖のヒメマスについ
て採捕自粛の連絡がありました。
　平成２４年度の沼沢湖のヒメマス漁につき
ましては中止と決定しましたのでご連絡いた
します。
 ◎問い合わせ…沼沢漁業協同組合
 組合長　鈴木茂
 ☎５５－３２１８

野尻川渓流釣り解禁中止について
　平成２４年４月より、国の食品衛生法で定
める食品中の放射性物質の基準値が５００ベ
クレルより１００ベクレルへの変更となった
ことを受け、解禁前の緊急時モニタリング検
査を実施したところ、イワナより基準値を超
えたセシウムが検出されました。
　福島県より野尻川のイワナ採捕を差し控え
るよう要請があり、４月１日からの解禁は中
止をなりましたのでお知らせいたします。
◎問い合わせ…野尻川非出資漁業組合
　組合長　五ノ井　喜六　☎５４－２６４４
　監　事　坂内　由夫　　☎５４－２１２３

町内各地区の放射線量
　町が独自に行っている、各地区の空間放射線量につ
いてお知らせします。
　１月～３月にかけて放射線量が減少傾向にあるのは、
積雪により放射線が遮られているのが原因とみられます。
測定地点：各地区集会所
 （単位：マイクロシーベルト／時間　地上１ｍの高さで測定）

原子力損害にかかる
「個別相談会」開催について
　福島第一原発事故による法人及び
個人事業主が被った風評被害等によ
る損害に対する賠償の仕組みや具体
的な手続きについての「個別相談会」
を継続して開催します。
○日程
受付時間は、全日程とも１０時～
１６時です。（予約不要）

◎問い合わせ
　東京電力（株）福島補償相談室
　　　☎０１２０－９２６―４０４
 （通話料無料）

日　　程 場　　所

４月１７日（火）横田出張所１階　和室

４月２４日（火）開発センター２階　研修室

測定日

地区名
1月
17日

2月
17日

3月
19日

測定日

地区名
1月
17日

2月
17日

3月
19日

川 口 0.054 0.060 0.064 大栗山 0.054 0.050 0.078 
小栗山 0.050 0.072 0.088 福 沢 0.070 0.070 0.080 
八 町 0.058 0.048 0.060 三 更 0.056 0.062 0.064 
玉 梨 0.066 0.070 0.076 沼 沢 0.072 0.058 0.114 
西 谷 0.068 0.058 0.066 太郎布 0.038 0.054 0.044 
本 名 0.066 0.072 0.074 横 田 0.080 0.084 0.092 
橋 立 0.050 0.032 0.060 上横田 0.050 0.054 0.052 
大 志 0.074 0.070 0.074 土 倉 0.048 0.052 0.050 
板 下 0.030 0.032 0.048 西 部 0.056 0.060 0.074 
宮 崎 0.054 0.060 0.066 大 塩 0.068 0.058 0.048 
上 田 0.040 0.046 0.048 滝 沢 0.056 0.048 0.050 
水 沼 0.062 0.052 0.054 田 沢 0.046 0.044 0.050 
上大牧 0.044 0.044 0.064 山入１ 0.066 0.064 0.082 
下大牧 0.056 0.066 0.064 山入２ 0.076 0.052 0.086 
高 倉 0.042 0.056 0.066 越 川 0.062 0.052 0.076 

土壌中の放射性セシウム調査結果（公表日：平成２４年３月２４日）
採取地 地目 採取日 セシウム濃度（ベクレル／ｋｇ） 備考年 月 日 Ｃｓ－１３４ Ｃｓ－１３７ Ｃｓ合計
川 口 畑 2011 11 23 140 170 310
玉 梨 畑 2011 11 23 58 88 150 ※１
本 名 水 田 2011 11 23 26 36 62
中 川 水 田 2011 11 23 38 45 83
大 塩 畑 2011 11 23 ＜18 43 ＜61 ※２
山 入 二 水田 2011 11 23 72 96 170 ※１
※１　セシウム合計額が３けたの場合、下１けたを四捨五入しています。
※２　検出限界未満のものは「＜検出限界値」と表示しています。
 ◎問い合わせ…会津農林事務所　農業振興課　☎０２４２－２９－５３０２
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あ の 人 こ の 人
３月届出（敬称略）

こんにちは赤ちゃん

今月は該当がありませんでした。

お二人で幸せに

今月は該当がありませんでした。

霊よ安らかに

須　佐　一　廣　（87歳）　板　下
菅　家　善　一　（89歳）　滝　沢
須　佐　ミ　ヨ　（93歳）　山入二
諏　江　一　雄　（90歳）　板　下
※このコーナーに掲載を希望されない方は、
届け出時に申し出て下さい。

金山町の人口（ 4月 1日現在）

世 帯 数　1,113世帯（－ 8）
人　　口　2,476人　（－12）
　 男 　　1,174人　（－ 8）
　 女 　　1,302人　（－ 4）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

図 書 室 だ よ り
☆ 新しい本が入りました ☆

175

生涯学習のマスコット
マナビィくん

□おまえさん上・下 ／ 宮部みゆき　著（講談社）
　痒み止めの新薬を売り出していた瓶屋の主人、新兵衛が殺された。
本所深川の同心・平四郎は、将来を嘱望される同心の信之輔と調べに
乗り出す。検分にやってきた八丁堀の変わり者“ご隠居”源右衛門は
その斬り口が少し前に見つかった身分不明の亡骸と同じだと断言する。
両者に通じる因縁とは。
□共喰い ／ 田中愼弥　著（集英社）
　第146回芥川賞受賞作！

県立図書館の本を紹介します。
葉っぱで２億円稼ぐおばあちゃんたち ／
　　　　　　　ビーパル地域活性化総合研究所　編（小学館）
いますぐできるエコドライブ運転術 ／ 谷口正明　著（講談社）
もやし食堂 ／ 栗山真由美　著（ＰＨＰ出版）

　１冊１，０００円で、中央
公民館で取り扱っています。
◎問い合わせ…中央公民館
　　　　　☎５４－５３６０

発行されたやまひだ３６号

やまひだ３６号

◆図書館の利用状況をお知らせします（３月分）
月間貸出冊数　73冊（うち児童書　12冊）でした。

～お一人様３冊まで、貸出期間は２週間です。土曜日も利用できます～
お問い合わせ　金山町中央公民館　☎５４－５３６０
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。
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催
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で
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が
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ャ
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を
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、
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ま
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た
。

大会に参加したスポ少の子どもたち

浮
き
玉
△
野
球
奥
会
津
地
吹
雪
大
会
開
催

春
の
嵐
の
中
大
奮
闘
！
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快適な生活と美しい環境を守る
合併処理浄化槽について

現
在
町
で
整
備
を
進
め
て
い
る
合
併
処
理

浄
化
槽
と
は
、
し
尿
と
台
所
･
風
呂
な
ど

の
生
活
雑
排
水
を
併
せ
た
生
活
排
水
を
微

生
物
の
働
き
を
利
用
し
て
き
れ
い
な
水
に

変
え
る
装
置
で
す
。

□町で設置する合併処理浄化槽へ加入される方は
•処理した水の放流先は原則現在生活雑排水を流している箇所になります。
•浄化槽設置時に加入者負担金、使用開始後毎月浄化槽使用料を町に納めていただ
きます。
•住宅内トイレ改修、宅内排水管布設等の工事は個人負担になります。
　※設置を希望される方、詳しい内容を知りたい方はご連絡ください。

□町で設置した合併処理浄化槽の維持管理について（浄化槽法で義務付けられています。）
•町ではきれいな水に処理するために次の維持管理を行なっています。
•保守点検（年３回以上）…浄化槽装置等の点検、補修・消毒剤の補給など。
•清掃（年１回以上）………浄化槽内に溜まった汚泥の抜き取り。
•法定検査（年１回）………検査機関による浄化槽機能の判断、適正な維持管理の指導など。
　※個人で設置した浄化槽を使用している方も上記の維持管理が必要です。

□浄化槽使用者へのお願い
　浄化槽は日常の管理が大事です。使用者は日常の使用にあたり、次の点に注意してください。
トイレでは！　•便器の掃除には、微生物に影響するような薬剤を使用しない。（中性洗剤をおすすめします。）
　　　　　　　•トイレットペーパー以外の異物を流さない。（水に溶けにくい物は遠慮してください。）
台所では！　　•食用油は流してはいけません。
　　　　　　　•野菜くず等が浄化槽に流れないよう注意してください。
　　　　　　　　（細かい目のネットをかぶせた三角コーナーの利用）
臭気について！•ブロア（送風機）の電源は絶対に切らないでください。（微生物が死滅し浄化槽の機能が

低下します。）
※浄化槽の使い方をまとめた冊子が必要な方はご連絡ください。

•生活排水の汚れが１０分の１に減ります。
•きれいな水なので安心して流せます。（公共下水道と同等の放流水質に処理できます。）
•トイレの水洗化により快適な生活ができます。　　などの利点があります。

※合併処理浄化槽の利点

　町設置が３１１基・個人設置が４２基で約３５％の町民の方が利用しています。

※合併処理浄化槽の設置状況について（平成２４年３月まで）

　単独処理浄化槽はし尿だけを処理する浄化槽です。
（平成１３年４月１日以降設置が原則禁止されました。）
　老朽化等による浄化槽の入れ換え、又は新たに設置を検討の方は町設置型の合併処理
浄化槽の設置を検討してください。

※単独処理浄化槽及びくみ取り式トイレを使用している方へ

詳しい内容を知りたい方はご連絡ください。◎問い合わせ…上下水道係　☎５４－５３１５
　

５
月
１
日
か
ら
５
日
ま
で
の

間
に
町
水
道
メ
ー
タ
ー
の
検
針

を
実
施
し
ま
す
。

　

検
針
員
が
各
戸
を
訪
問
し
ま

す
の
で
、
検
針
メ
ー
タ
ー
上
に

雪
が
あ
る
場
合
は
、
お
手
数
で

も
使
用
者
が
雪
を
取
り
除
い
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
雪
解
け
後
の
こ
の
時

期
は
漏
水
が
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
の
で
自
主
点
検
し
ま
し
ょ

う
。
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平
成
24
年
４
月
１
日
よ
り
水

道
水
の
検
査
基
準
が
見
直
さ

れ
、
１
キ
ロ
グ
ラ
ム
あ
た
り
10

ベ
ク
レ
ル
と
な
り
ま
し
た
。
町

管
理
の
水
道
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を
検
査
し
た
と

こ
ろ
検
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結
果
は
検
出
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値
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下
で
し
た
。

※
検
査
機
器
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キ
ロ
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で
す
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